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判定

第８３条

第１項

第１号 ○

第２号 ○

第３号

省令第11条 景観協定の認可の基準

第１項 境界が明確に定められているか ○

第２項
景観計画区域における良好な景観の形成に関する
方針に適合しているか

○

第３項 農用地の保全又は利用に関する事項 ー

第４項
景観協定の有効期間は、５年以上30年以下でなけれ
ばならない

○

第５項
違反した場合の措置は、不当に重い負担を課すもの
であってはならない

○

第６項
景観協定区域隣接地の区域は、その境界が明確に
定めれていなければならない

○

第７項
景観協定区域隣接地の区域は、景観協定区域との
一体性を有する土地の区域でなければならない

○

申請手続が法令に違反しないこと

土地、建築物又は工作物の利用を不当に制限するものではないこと

法第81条第２項各号に掲げる事項について省令に定める基準に適
合するものであること

換地図及び売買契約書により境界が明確に定められている

法第81条第２項第２号の良好な景観の形成のための事項は、市景観配
慮地区（岸和田丘陵地区）における景観形成の方針に適合している

各種関係法令に準拠した手続きである

地区計画及び景観形成ガイドライン等に準拠した制限内容であり、不当
に制限するものではない

本協定に定めがない

有効期間は15年と定めがあり適正である

猶予期間を設けて原状回復を請求する等違反者への負担を不当に課す
ものではない

換地図及び売買契約書により境界が明確に定められている

景観協定区域と一体性を有し、隣接地を含む景観協定を締結することで
より良好な景観形成に寄与する

認可の適否

景観協定の認可

景観行政団体の長は、認可申請が次の各号のいずれにも該当するときは、当
該景観協定を認可しなければならない。

景観協定の認可について

適用法令（基準）の要件について
審査内容（要件）等

11



資料1-④

11


